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JICA カリブ海沿岸水産資源の持続的利用と管理強化プロジェクト

カリブ海のセントルシアのキリンサイ養殖と利用の開発

JICA 長期専門家 宮原徹也 高知大学名誉教授 大野正夫

セントルシア国は、左図に示すようにカリブ海の東側の

島々の最も下方にはある小さな諸島の一つのセントルシア

島である。淡路島ほどであるが、英連邦の独立国となって

いる。人口は 14 万人ほどで、観光地として広く知られてい

る。

ジャズの発祥地は、米国のニューオリンズとされているが、

そのリズムの一部はカリブ海の島々で歌われているリズムで

ある。セントルシアで開催される音楽祭は、政府主催で有名な

歌手が歌い、ジャズ・ファンが集ま

る。現在は 世界的ジャズフェスの

島として知られる。

主産業は観光業である。その

食材として農産物と漁業が盛ん

である。日本政府は、首都カスト

サーズにＪＩＣＡ事務所を置き、他

の 4 つの島も含めて多様な持続

的な安定産業開発を支援し、「カ

リブ海沿岸水産資源の持続的利

用と管理強化プロジェクト」を実施している。環境保全を保ち、外貨収入が得れる海藻養殖に

注目して、業務として主に海藻養殖特に紅藻キリンサイ養殖開発する長期専門家が派遣さ

れた。

漁村集落とキリンサイ養殖海域

養殖された紅藻キリンサイ

Kappaphycus alvarezuii セントルイシアで支柱養殖されている紅藻キリンサイ



2

カリブ海沿岸で養殖されている紅藻キリンサイ類は、カリブ海には自生していず、20年以上

前から、ブラジルで養殖されていた種苗が、カリブ海に移植養殖されたと言われている。

この島で養殖されたキリンサイは、フィリピンやインドネシアで大規模に養殖されている

Ｋａｐｐａｐｈｙｃｕｓ alvarezuii の仲間でカラギナンの原料になっている。

キリンサイの養殖

セントルイシアでは下図に示すように 2000 年より、キリンサイが浅い砂礫に上図に示すように支

柱養殖が行われて収穫されてきた。これらの養殖キリンサイは、米国の菜食主義者の間で利用さ

れてきた。しかし毎年ハリケーンの被害があり少量の収穫が続いていた。キリンサイ（赤線）の生

産量は、2015年より急増したが、慢性的な品不足が続いていた。ほかの褐色線、緑色で示す

3 種は自生している褐藻と緑藻で、食材

に使われている。

このため 2023年度より、JICAプロジェ

クトとして 3年間の養殖試験が開始した。

養殖試験の主な到達点は、ハリケーンの

波浪の被害をなくすことであったので、

支柱養殖の外側の深い海域で、高知大

学・大野正夫名誉教授のアドバスを受け

て、浮動養殖の試験を開始した。

セントルイシアで収穫している海藻推移（赤：キリンサイ）

支柱養殖の沖に、浮動養殖試験を開始

ロープにキリンサイを結びつける

キリンサイ葉体のロープへの結び付作業試験

良好に成長したキリンサイの葉体
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キリンサイ浮動養殖は、キリンサイは、比重が重いので徐々に落下するが、海中の葉体の負

荷が少なく、小さいフロートを付けた。フロートに巻いていたロープを枠は静かにする沈下し

ていった。このようにしてハリケーンが来る前に海底近くに沈めた。その結果、葉体はほぼ死

傷がなく波浪に耐えることがわかった。

そこ後、両側だけをプレスチックパイプに改変

フロートの大きさなどを試験を繰り返して浮動

式養殖法を完成することができた。。この方法

で、ハリケーン来襲の時に、短時間に容易に

キリンサイ枠を沈下させることにより、波浪によ

るキリンサイ葉体の被害は、ほぼなくなり安定

した養殖が行われている。ロープへの葉体の

とけ方法は、作業量と収穫量の関係など養殖

養殖者が、安定した生産量と試算した。多く

作業が水中ではなく、船上で出来ることを喜

んでいる。このようにして、漁業者が主体となった、養殖業者組織も作られて、一つのキリンサ

イ養殖システムが完成して、キリンサイの輸出も順調に増大していった。

改変の浮動式キリンサイ養殖模式図

（両端はフロート）

海岸での葉体絵をロープを固着

種苗のついた養殖枠を浮動式養殖法

で養生設置接作業

プロジェクトスタッフ（右端：宮原）

改変養殖法で養殖され、収穫したキリンサイ

キリンサイは、順調に生育してたが、ハリケ

ーン来襲の時、枠が沈下するようにしてい水

深が浅すぎて、パイプの角が破損した。左

図ように、さらに深い深いところで両岸を二

つのパイプにして側枠は、太いロープにし

た。
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葉体の成長率試験は、ロープを１本と２本に束ねたもので行った。上記に示すように、若干、

成長率に差異があるが、1 本のロープで良く、収穫は、20 日前後が良くて、日間成長率は４

～6％であった。フィリピンや日本でのキリンサイ養殖の良好とされる日間成長率は４～５％で

あるので、セントルイシアの浮動式養殖法は、ハリケーンに被害を受けず、ほぼ世界の主要

キリンサイ養殖場の葉体成長率と類似の値であり、浮動式養殖法で良好は成長が確認出来

た。

キリンサイの処理法

キリンサイ葉体は、褐色の濃い葉体を日光を当てずに干すと色が抜けずに黒藍色になる。

グリーン・タイプかピンク・タイプの葉体は脱色しやすい。キリンサイは紅藻であるので、藍色

の色素とグリーンの葉緑素を含んでいる。カラギナン生産には、できるだけ脱色しやすい藍

色素の含有量が少ないグリーン色の葉体を養殖には好むようになってきた。

そこで、葉体の乾燥の時に、ビニールしてートで覆う試験を行った。葉体は、純白になるが、

水分がなくなると、淡い黄褐色になっていった。

浮動式養殖で品種が混ざっており、多様な色彩になるキリンサイ葉体。

キリンサイ養殖の葉体の日間成長率は、少し海面より深くした方が良かった。

日光にさらさず乾燥させる黒藍

色のキリンサイ乾燥品になる

収穫された生（なま）のキリンサイ
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そこで、ビニールで上方を覆う乾燥代台を試作した風も吹きぬけて、均一が乾燥した葉体

になった。生の葉体をこのの方法で、脱色乾燥させて保存するシステムが完成した。保存は、

暗い部屋に置いたが、乾燥した地域であるので、湿気は問題にならなかった。

自然健康食としてのキリンサイ

東カリブ島嶼国を対象とした JICA 技術協力プロジェクト「漁民と行政の共同による沿岸水産資

源の保全管理強化プロジェクト」では、沿岸資源の持続的利用とコミュニティの生計向上に資する

複数の活動を実施しました。その中でも、キリンサイ養殖と共にキリンサイ加工に係る技術移転を

実施しました。

セントルシア国ではキリンサイは、シーモスと呼称され

ています。シーモスは、天日で漂白・乾燥したものを左

図のようなパックにいれて、国内かた、米国に輸出して

いたが、乾燥重量（30%含水）で、１ｋｇ5000 円ほどと、漁

民には良い収入である。近年、この海藻食が欧米を中

心に自然健康食として支持され、セントルシアからは多

くの乾燥シーモスが米国に輸出されています。需要が

プラスチック膜で覆った

日光と熱量で、キリンサイ葉体

は、脱色する

脱色したキリンサイ葉体

ビニールシートで葉そこで体を覆って 1時間後 純白になった葉体、水分がある状態
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急速に拡大している。

今回のプロジェクトでは、新しい商品づくりにも取り組んだ。シーモスの一般的な調理法は下記の

とおりである。

１．乾燥状態の乾燥シーモスをもみ洗いする。水が透明

になるまで繰り返し、塩や砂などを洗い流す。

２．シーモスをボウルなどに入れて水で浸し、切ったライ

ムを入れて一晩寝かす(12 時間程度)。

３．吸水したシーモスを取り出し、すすぎ洗いする。

少量の水を加えながらシーモスをミキサーで攪拌しジェ

ル状にする。

４．ジェル状のシーモスを冷蔵庫などで 1 時間程度寝か

せる。

５．作成したジェレーを果物やココナッツミルク、はちみ

つ、好みのスパイスなどと一緒にミキサーで攪拌してスム

ージーにします。米国に輸出されている乾燥キリンサイ

（シーモス）は、スムージー以外には、ゼリー、とろみ剤、

美容パックや石鹸などとしても利用されていると言われて

いるが、詳しい用途の情報はない

日本では、土佐湾で養殖されているキリンサイは、イタ

リヤレストランの食材として、

10 年来使われている。

海藻粉末は酵素や酵母の

発酵促進につかわれている。

カリブ海沿岸の海況は、ハ

リケーン来襲で、キリンサィ養

殖に適した海況であり、湿度

も高くなく、良質な状態で保

存できる。

今回の今回のプロジェクト

で、ハリケーン対策も完璧に

なった。漁民たちも、海中作業が少なく、

家族総出で作業が出きるキリンサイ産業は将来性が高い。さらに米国やカナダは、伝統的にﾂﾉﾏ

ﾀらつかった、ゼリー、プリン、ジュースを好んでいるので、販路拡大は充分に可能である。

果汁が入って飲料 スムージー


